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目的：スピリチュアルケアにおける有益な絵本活用に向けて，スピリチュアルケアの理論と読書療法の類

似性に着目し選定した絵本を一提案として示す．

方法：入手可能な国内外の死をテーマとした対象絵本 69作品を精読した後，ケア対象者である読者が【同
一視】できる登場人物と共に，【感情の浄化】【洞察】という読書療法における各プロセスを疑似体験でき

ると判断した表現を抽出し，それらすべてを包含した絵本を選定する．

結果：ケア対象者が【同一視】する登場人物と【感情の浄化】【洞察】という読書療法のプロセスを辿りう

ると考えられる絵本を 15作品選定することができた．
結論：物語を通じて，ケア対象者が【同一視】できる登場人物と共に，疑似的に苦悩や悲しみの感情を表

出【感情の浄化】し，死に対する受容や自己変容【洞察】へと促す絵本は，危機的状況を克服し新たな人生

の意味を見出し，アイデンティティを確保するための一助になり得ることから，スピリチュアルケアにお

ける絵本選定の一提案を示していると考える．

　　　キーワード：スピリチュアルケア，スピリチュアリティ，読書療法，絵本

１．はじめに

１－１．研究背景

　スピリチュアルケアは，スピリチュアリティを

支える援助として，医療分野を中心に教育や福祉

関連分野においても，その重要性が高まっている1)
．

スピリチュアルケアには多種多様な方法があるが，

文学や音楽等の芸術もその有益な方法の一つとし

て考えられている2)
．そこで筆者らは，先行研究

（2020）において，文学のなかでも特に絵本に着

目して，スピリチュアリティがどのように表現さ

れているかについて検討した．そこでは，死をテー

マにした絵本を選定し，スピリチュアリティを「特

に危機的な局面に接した際に表面化する自己の存

在のうちに見出される生の側面であり，死を受け

止めながら自分のアイデンティティを確保し，死

後の生命への肯定的な関心」と捉え，対象とした

絵本の中で，どのようにスピリチュアリティが表

象されているかについて内容分析を行った．結果

として，スピリチュアリティを「死者との共在感」

「超越的存在の探求」「輪廻転生」「死の教育的示

唆」の 4つの枠組みに分類した．そして，これら

の絵本を読むことによって，ケア対象者である読

者は登場人物と同様の立場に擬似的に自分の身を

置くことが可能となり，その結果自身が抱える問

題によって生じるスピリチュアルペインを緩和し，

well-beingの側面を引き出すことが可能になるの

ではないかと結論付けた3)
．
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　さらに，筆者らは先行研究（2022）にて，スピ

リチュアルケアにおける絵本の有効活用のために，

本を媒体としたセラピーである読書療法とスピリ

チュアルケアとの関連性を国内外の文献検討によ

り分析した．その結果，悲しみや苦しみの感情を

表出することによって心理的な苦痛を和らげ，自

身が直面している「死」に関わる問題に対応し，

アイデンティティの確保につなげられるよう援助

するスピリチュアルケアと，読者が読書を通じて

自己の問題に向き合い，アイデンティティの確保

へとつなげていくまでの Shrodes注1)
が提示した読

書療法の 3段階のプロセスである 1）【同一視】2）

【感情の浄化（カタルシス）】3）【洞察】という過

程に類似性が見いだされることを示した4)
．加えて，

読書療法は，読書によって読者が自己変容に至る

ことを重視して5)
おり，人間が病や死などの生の

危機と直面した時，生きる意味を再確認すること

によって，アイデンティティを再び見出し自己変

容するための援助であるスピリチュアルケアとの

共通点があると捉えることができる．

　読書療法において，読者が，物語の登場人物に

自己を重ね合わせ，自己が抱えている問題点との

類似性を見いだす第 1段階の【同一視】は，スピ

リチュアルケアにおいて，ケア対象者が，死別や

自己の病のような生の危機により人生の意味を失

い，スピリチュアルペインが現れる状態に対応す

る．次に，読者が，物語の登場人物が抱く悲しみ

や苦しみといった感情を疑似体験することによっ

て，自己の感情との類似点を認識し，共感するこ

とによって感情を解放するという第 2段階の【感

情の浄化（カタルシス）】は，スピリチュアルケ

アにおいて，ケア対象者が，自己の深層にある感

情をありのままに表出する状態に対応する．最後

に，読者が感情の解放を通じて，自己の問題に対

し新たな自己の気づきや自己変革への道を切り開

いていく第 3段階の【洞察】は，ケア対象者が，

自己の感情の変化に気づき，新たなアイデンティ

ティを構築することで人生の新たな意味を再び見

出して行くという，スピリチュアルケアの最終段

階に対応すると考え，それらの類似性を示した6)
．

このようなプロセスを活性化するためには，ケア

対象者にとってより適した本を選択することも重

要な要素となる7)
と考え，絵本選定を本研究につ

なげることとした．

１－２ ． 心のケアのツールとしての絵本活用に関

する研究動向

　スピリチュアルケアは，終末期医療を中心にそ

の受容性が認識される心のケアの一種であり，自

らや家族の病や死，失業や離婚といった人生の危

機に直面して，自らの生きる意味や存在価値が見

いだせなくなっている状態において提供されうる

サポートである8)
．身近な人の死，つまり喪失に

直面した人の悲嘆に焦点を当てたグリーフケアの

基盤としての側面がある9)
ように，グリーフケア

もスピリチュアルケアの一部であると捉えられる．

そこで，本論では，グリーフケアもスピリチュア

ルケアに包含されるものと考える．

　学校における危機的状態にある子供のグリーフ

ケアの一つとして読書療法に着目した木村は，そ

の療法において，喪失体験に直面した子どもを支

援するために活用可能な「グリーフ」（悲嘆）を

テーマとした絵本や児童文学作品等の物語の活用

が，直接立ち向かうことのできないデリケートな

問題と子供との間に「安全な距離」を作ることに

よって， 健康的な感情表現を引き出し， 成長を促

進させることに有益である10)
とし，グリーフケア

において活用可能な児童文学のリストを作成し

た．

　加えて，松田は，ケア対象者が，心の傷をいや

し生きる意味への発見へつなげていくというアル

フォンス・デーケン氏による「悲嘆のプロセスの

12段階注2)
」に着目し，このような段階を追うこ

とを可能とする「死」をテーマとする絵本を紹介し，
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グリーフケアにおける絵本活用の可能性11)
につい

て言及している．

　一方，医療分野において，鈴木らは，代替療法

の「読み語り療法」は物語を通して，患者・家族

の言葉にしにくい死別の感情表出を助け，お互い

のコミュニケーションを深めることによって，相

互の心の安定を促す機能がある12)
としている．さ

らに，井上は，絵本や詩はコミュニケーションを

促進する道具として有用であり，患者にとって侵

襲性が低いため受け入れられやすく，絵本や詩が

患者の過去の記憶を呼び戻し，さらに無意識の力，

イマジネーションの力を賦活する13)
と述べてい

る．

　小児の精神を安定させる効果があるとして，医

療における読書療法の意義について言及する滝沢

らは，入院中の患者の QOLについて問題視され

ているものの，患者用図書サービスの活用もいま

だに満足のいくものではないため，病気の治療に

おける読書の効用についてさらに追及する必要が

ある14)
と述べている．同様に，医療現場における

絵本に関する実態調査を行った丸山は，医療現場

においては，絵本がストレスを軽減し癒しの効果

があり，さらにコミュニケーションを円滑に促進

することでより良い人間関係の構築を促すものと

して捉えられているものの，患者にとって適切な

絵本の選定方法については検討されていない15)
現

状を示した．加えて，松尾も，海外においてはど

のような問題に対してどのような本が効果的であ

るかについて検討されているが，日本においては

ほとんど行われていない16)
ことを指摘している．

　これらの研究動向から，スピリチュアルケアと

しての絵本活用の研究は希少であり，グリーフケ

ア及び患者の心のケアとしての活用が主たる研究

となっていること，また，医療現場においては絵

本活用の効果について認識をしながらも絵本活用

の改善や選定については十分ではないことが窺え

る．

　しかし，いずれの分野においても，ケア対象者

が，絵本等の活用を通じて，何らかの危機的状態

に置かれた自身の感情表出を促し，精神的安寧を

得て問題解決へ導くという過程は，読書療法やス

ピリチュアルケアの理論において言及されてい

る，「自己の感情の変化に気づき，新たなアイデン

ティティを構築する」という，ケア対象者が辿り

うる過程に類似点が見いだされる．遺された人に

も死に逝く人にとっても，危機的状況を乗り越え，

well-nessをより高め，遺された生を生き抜くこ

とへの支援であるという点において，身近な人の

死に直面し遺された人の悲嘆に焦点をおいたグ

リーフケアを含め，上記で示した様々な研究にお

いて言及されたケアは，絵本を活用した有用なス

ピリチュアルケアであると捉えることができる．

１－３ ． 読書療法の活用における絵本選定の必要

性

　前述の絵本活用の研究動向は，ケアとして活用

可能な絵本の選定についてその重要性を認識しつ

つも，海外に比べ，国内でのその研究状況は芳し

くないことを示唆している．

　同様に，読書療法に関する本格的な研究は

1970年以降少ない17)
との指摘もあるが，読書療

法による心理的教育的活用に関して研究する松尾

は，読書と自己意識との関連性について18)
，初澤は，

自己意識の変化及び自己変容へ至る「自己変容感

情」に着目した研究を行い，読書療法が自己成長

に多様な影響を及ぼし，作品によってその影響が

異なること19)
も指摘している．

　読書療法においては，読者にとって適切な本は

偶発的な出会いなども含まれ，特に適切な本の規

定はないと思われるが，ケアとして活用する場合

は，ケア提供者が，ケア対象者を問題解決へと促

すことを可能とする，より適切な本の選定が必要

ではないかと考える．

　心のケアとしての絵本活用において，前述の木
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村は，死を扱った絵本を含む児童文学を紹介して

いるが，登場人物の死別状況及び喪失対象にのみ

焦点をあてたリスト作成に限定している．松田は，

アルフォンス・デーケン氏による「悲嘆のプロセ

スの 12段階」に着目し，「死」をテーマとする絵

本を紹介しているが，読者あるいは登場人物が辿

りうる 12段階すべての経過を提示するのではな

く，その一部の過程を包含する絵本について言及

するに留めている．

　そこで，筆者らは，他者及び自己の死という危

機的状況に対する否定的な感情から死の受容を経

て，アイデンティティを確保するまでの「悲嘆の

プロセスの 12段階」は，読書療法の 3段階のプ

ロセスに類似性を見出すことができると捉え，松

田の研究からの着想を得て，スピリチュアルケア

における有益なツールの一つとして活用可能な絵

本選定を試みることが必要であると考えた．

２．目　　的

　本論の目的は，スピリチュアルケアの理論と読

書療法の 3段階のプロセスの類似性に着目し，ケ

ア対象者が同一視することが可能な登場人物と共

に，読書療法のプロセスを辿りうるストーリー性

を持つ絵本を選定し，スピリチュアルケアにおけ

る絵本選定の一提案を示すことである．

３．用語の定義

　Shrodesによって示された読書療法の 3段階の

プロセスの定義に基づき，本論では以下のように

定義する．

1）【同一視】：ケア対象者が抱える自己の問題と

の共通点を持ち，自己と重ね合わせられうる

物語中の登場人物を見出す．

2）【感情の浄化】：自己の苦悩や悲しみの感情を，

物語を通じて解放させる．

3）【洞察】：自己の感情に注意を向け，深く考え

ることによって新たな気づきを得て自己の変

革につなげていく．

４．方　　法

４－１．対象

　絵本に関する豊富な情報を年齢別及びテーマ別

に提供しているインターネットサイトである絵本

ナビ20)
から，「死に向き合う絵本」として紹介され

た絵本や片桐による生と死をテーマとした絵本に

関する研究論文21)
において紹介された絵本のうち，

1967年から 2022年までに発刊された入手可能な

69作品（表 1）を分析対象とした．

４－２．絵本の選定基準及び内容の分析方法

1）対象とした絵本 69作品を筆者らで繰り返し

精読する．

2）対象とした絵本から，ケア対象者が，読書療

法の 3段階のプロセスに沿って，身近な人や

動物の死に直面するなど危機状態にある登場

人物の立場になり，自己の置かれている状況

と重ね合わせ（【同一視】），登場人物の気持

ちを想像し共感することによって，自己の苦

しい感情を開放し表出させ（【感情の浄化】），

最終的に，自己の困難を受容し新たな道を開

き，アイデンティティの確保を促し，自己変

革へつなげる（【洞察】）可能性があると判断

された絵本を選定し，各プロセスを示す表現

を抽出していく．

3）抽出した内容を一覧表に整理した後，絵本を

読み直し，抽出箇所の欠落および過多の有無

を確認する．

4）3）の過程を経て抽出した内容の一覧を，読

書療法のプロセスの本論での定義と合致して

いるかについて，再度絵本を読み直しながら

繰り返し照合する．
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表１　絵本リスト

ID 著　　者 発行年 絵　　本　　名 出版社

1 大塚勇三 1967 スーホの白い馬 福音館書店

2 おのきがく 1970 かたあしだちょうのエルフ ポプラ社

3 やなせたかし 1975 やさしいライオン フレーベル館

4 佐野洋子 1977 100万回生きたねこ 講談社

5 岸武雄 1981 けんぼうは 1年生 ポプラ社

6 レオ・バスカーリア 1982 葉っぱのフレディ　いのちの旅 童話屋

7 スーザン・バーレイ 1984 わすれられないおくりもの 評論社

8 ジョン・バーミンガム 1985 おじいちゃん ほるぷ出版

9 大森真貴乃 1987 おばあちゃん ほるぷ出版

10 ハンス・ウィルヘルム 1988 ずーっと　ずっとだいすきだよ 評論社

11 梅田俊作／梅田佳子 1991 まんげつの海 佼成出版社

12 立松和平 1992 海のいのち ポプラ社

13 森津和嘉子 1996 月にとんだ猫 文溪堂

14 としまかおり 1996 ひとりぼっちじゃないよ 文溪堂

15 池見宏子 1997 おばあちゃんといつもいっしょ 岩崎書店

16 葉祥明 1997 ひかりのせかい 佼成出版社

17 甲斐裕美 1997 ロン 新風舎

18 森津和嘉子 1998 子猫の気持ちは？ 文溪堂

19 井上夕香 1998 星空のシロ 国土社

20 菊田まりこ 1998 いつでも会える 学研

21 近藤薫美子 1998 のにっき―野日記－ アリス館

22 ブライアン・メロニー 1998 いのちの時間 新教出版社

23 細谷亮太 1999 ぼくのいのち 岩崎書店

24 武鹿悦子 2000 あたしのいもうと 佼成出版社

25 武鹿悦子 2000 ありがとうフクロウじいさん 教育画劇

26 河原まり子 2000 天国からやってきたねこ 岩崎書店

27 立松和平 2000 街のいのち くもん出版

28 はらだゆうこ 2000 リリがのこしてくれたもの 旺文社

29 大塚敦子 2000 さよなら、エルマおばさん 小学館

30 いせひでこ 2000 1000の風 1000のチェロ 偕成社

31 福田岩緒 2001 夏のわすれもの 文研出版

32 葉祥明 2001 もういちど会える 大和書房

33 那須正幹 2002 秋空のトト ポプラ社

34 石亀泰郎 2002 さよならトンボ 文化出版局

35 パトリック・ジルソン 2002 レアの星 くもん出版

36 細谷亮太 2003 おにいちゃんがいてよかった 岩崎書店

37 おぐらひろかず 2003 しろがはしる ポプラ社

38 マイケル・デュドク・ドゥ・ヴィット 2003 岸辺のふたり くもん出版

39 木葉井悦子 2004 ぼんさいじいさま ビリケン出版

40 谷川俊太郎 2004 ふたごのき リブロポート

41 内田麟太郎 2004 おじいちゃんの木 佼成出版社

42 マイケル・ローゼン 2004 悲しい本 あかね書房

43 晴佐久昌英 2005 恵のとき　病気になったら サンマーク出版

44 指田和子 2005 あの日をわすれない　はるかのひまわり PHP研究所
45 高橋妙子 2005 小さな小さなおとうとだったけど。 あかね書房
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５．結　　果

　読者としてのケア対象者が，物語において自身

が同一視した登場人物が辿っていると考えられる

読書療法のプロセスをともに追いながら，スピリ

チュアルケアの最終的目標である新たな人生の意

味を見出し，アイデンティティの確保へ促される

ことを可能にすると考えられた絵本として，最終

的に 15作品を見出すことができ，その結果を示

したのが表 2である．

　選定された各作品について，著者及び発行年を

示すとともに，ケア対象者である読者が同一視し

た物語中の登場人物を【同一視】の項目に示した．

（　　　）内は同一視した登場人物の死に逝く対

象との関係性を示している．【感情の浄化（カタ

ルシス）】の項目では，登場人物が直面した他者

の死に対して表出された悲しみの感情として抽出

された表現を示している．【洞察】の項目では，

登場人物が，直面した他者の死を受容し，新たな

気づきを得て自己変容へと促す表現を示してい

る．

　選定された作品全体を概観すると，ケア対象者

が同一視した対象（遺された対象）と亡くなった

あるいは死に逝く対象が「人間対動物」「動物対動

物」「人間対人間」といった 3つの関係性のパター

ンがあり，それぞれのパターンから 1作品ずつ例

示する．他の作品については，表 2を参照として，

同様に解釈することが可能である．なお，引用文

は〈　〉で示し，引用文中における登場人物の発

言については「　」で示す．また，絵本特有の表

現形式があるため，原文に記載された表現のまま

とする．

ID 著　　者 発行年 絵　　本　　名 出版社

46 ローレンス・ブルギニヨン 2005 だいじょうぶだよ、ゾウさん 文溪堂

47 キム・フォップス・オーカソン 2005 おじいちゃんがおばけになったわけ あすなろ書房

48 どいかや 2006 うさぎのルーピースー 小学館

49 西本鶏介 2006 おじいちゃんのごくらくごくらく 鈴木出版

50 茨木のり子 2006 貝の子プチキュー 福音館書店

51 のぶみ 2006 いぬかって！ 岩崎書店

52 秋元康 2007 ぞうのせなか 講談社

53 湯本香樹実 2008 くまとやまねこ 河出書房新社

54 長谷川義史 2008 てんごくのおとうちゃん 講談社

55 平田研也 2008 つみきのいえ 白泉社

56 谷川俊太郎 2009 死 大月書店

57 内田麟太郎 2009 なきすぎてはいけない 岩崎書店

58 長田弘 2010 詩ふたつ クレヨンハウス

59 鈴木まもる 2011 いのちのふね 講談社

60 高野優 2012 よっつめの約束 主婦の友社

61 ブリッタ・テッケントラップ 2013 いのちの木 ポプラ社

62 谷川俊太郎 2014 かないくん 東京糸井重里事務所

63 レベッカ・コッブ 2014 おかあさん　どこいったの？ ポブラ社

64 のぶみ 2015 ママがおばけになっちゃった！ 講談社

65 坂井文 2015 くものうえのハリー パイ インターナショナル
66 ヨシタケ　シンスケ 2016 このあと　どうしちゃおう ブロンズ新社

67 谷口真知子 2016 パパの柿の木 星湖舎

68 ジャッキー・アズーア・クレイマー 2020 悲しみのゴリラ クレヨンハウス

69 美谷島邦子 2020 けんちゃんのもみの木 BL出版
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表
２
　
選
定
し
た
絵
本
に
お
け
る
読
書
療
法
の

3
段
階
に
沿
っ
た
主
な
内
容
の
抽
出

ID
絵
本
名
・
著
者
・
発
行
年

同
一
視

（
関
係
性
）

感
情
の
浄
化
（
カ
タ
ル
シ
ス
）

洞
　
　
　
　
　
察

1
ス
ー
ホ
の
白
い
馬

大
塚
勇
三

19
67

ス
ー
ホ

（
白
い
馬
の
飼
い
主
）

「
白
馬
、
ぼ
く
の
白
馬
。
死
な
な
い
で
く
れ
！
」
で
も
、
白
馬
は
、
よ
わ
り

は
て
て
い
ま
し
た
。
い
き
は
、
だ
ん
だ
ん
ほ
そ
く
な
り
、
目
の
光
り
も
き
え

て
い
き
ま
し
た
。
つ
ぎ
の
日
、
白
馬
は
死
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。
か
な
し
さ

と
く
や
し
さ
で
、
ス
ー
ホ
は
い
く
ば
ん
も
、
ね
む
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

ス
ー
ホ
は
、
ど
こ
へ
行
く
と
き
も
、
こ
の
ば
と
う
き
ん
を
も
っ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
れ
を

ひ
く
た
び
に
、
ス
ー
ホ
は
、
白
馬
を
こ
ろ
さ
れ
た
く
や
し
さ
や
、
白
馬
に
乗
っ
て
、
草
原

を
か
け
ま
わ
っ
た
楽
し
さ
を
、
思
い
出
し
ま
し
た
。
そ
し
て
ス
ー
ホ
は
、
じ
ぶ
ん
の
す
ぐ

わ
き
に
、
白
馬
が
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。
そ
ん
な
と
き
、
が
っ
き
の
音
は
、
ま
す

ま
す
う
つ
く
し
く
ひ
び
き
、
聞
く
人
の
心
を
ゆ
り
う
ご
か
す
の
で
し
た
。

2
わ
す
れ
ら
れ
な
い
お
く
り
も
の

ス
ー
ザ
ン
・
バ
ー
レ
イ

19
84

森
の
み
ん
な

（
ア
ナ
グ
マ
の
仲
間
）

キ
ツ
ネ
が
悲
し
い
知
ら
せ
を
伝
え
ま
し
た
。
ア
ナ
グ
マ
が
死
ん
で
し
ま
っ
た

の
で
す
。
…
…
森
の
み
ん
な
は
、ア
ナ
グ
マ
を
と
て
も
愛
し
て
ま
し
た
か
ら
、

悲
し
ま
な
い
も
の
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
な
か
で
も
モ
グ
ラ
は
、
や
り
き
れ

な
い
ほ
ど
悲
し
く
な
り
ま
し
た
。
ベ
ッ
ド
の
中
で
、
モ
グ
ラ
は
ア
ナ
グ
マ
の

こ
と
ば
か
り
考
え
て
い
ま
し
た
。
な
み
だ
は
、
あ
と
か
ら
あ
と
か
ら
ほ
お
を

つ
た
い
、
毛
布
を
ぐ
っ
し
ょ
り
ぬ
ら
し
ま
す
。

ア
ナ
グ
マ
は
、
ひ
と
り
ひ
と
り
に
、
別
れ
た
あ
と
で
も
、
た
か
ら
も
の
と
な
る
よ
う
な
、

ち
え
や
く
ふ
う
を
残
し
て
く
れ
た
の
で
す
。
み
ん
な
は
そ
れ
で
、
た
が
い
に
助
け
あ
う
こ

と
も
で
き
ま
し
た
。
さ
い
ご
の
雪
が
き
え
た
こ
ろ
、
ア
ナ
グ
マ
が
残
し
て
く
れ
た
も
の
の

ゆ
た
か
さ
で
、
み
ん
な
の
悲
し
み
も
、
き
え
て
い
ま
し
た
。
…
…
ア
ナ
グ
マ
の
話
が
出
る

た
び
に
、
だ
れ
か
が
い
つ
も
、
楽
し
い
思
い
出
を
、
は
な
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
な
っ

た
の
で
す
。
…
…
モ
グ
ラ
は
、
な
ん
だ
か
、
そ
ば
で
ア
ナ
グ
マ
が
、
聞
い
て
い
て
く
れ
る

よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。

3
あ
り
が
と
う
フ
ク
ロ
ウ
じ
い
さ
ん

武
鹿
悦
子

20
00

ぼ
く

（
フ
ク
ロ
ウ
じ
い
さ
ん
の
友
達
）

「
フ
ク
ロ
ウ
じ
い
さ
ん
が
…
…
び
ょ
う
き
…
…
」
す
る
と
、
あ
と
は
、
も
う
、

な
み
だ
が
　
あ
ふ
れ
で
る
よ
う
に
、
こ
と
ば
が
　
あ
ふ
れ
で
て
き
ま
し
た
。

「
ね
た
き
り
な
の
…
…
さ
び
し
が
っ
て
る
。
み
ん
な
に
　
あ
い
た
が
っ
て
る

…
…
」
…
ひ
と
ば
ん
　
ふ
り
つ
づ
い
た
　
雨
が
、
か
ら
り
と
　
は
れ
た
　
あ

さ
、
フ
ウ
ロ
ウ
じ
い
さ
ん
は
　
も
う
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
つ
め
た
く
な
っ
た

　
か
ら
だ
を
　
の
こ
し
て
、
と
お
い
　
く
に
へ
　
た
び
だ
っ
た
の
で
す
。

ぼ
く
に
は
　
見
え
る
。
お
じ
い
さ
ん
に
は
　
見
え
な
い
。
ど
う
し
て
？
…
…
「
花
が
　
見

え
る
の
は
、
ぼ
く
が
　
い
る
か
ら
。
い
な
け
り
ゃ
　
見
え
な
い
も
ん
。
…
…
」「
フ
ク
ロ

ウ
じ
い
さ
ん
が
　
こ
こ
に
　
い
た
こ
と
、
ぼ
く
た
ち
は
　
永
遠
に
　
わ
す
れ
な
い
」
ク
マ

が
　
お
わ
か
れ
の
こ
と
ば
を
　
い
い
、「
お
じ
い
さ
ん
に
会
え
て
よ
か
っ
た
」
と
、
み
ん
な

が
　
い
い
い
ま
し
た
。「
ぼ
く
が
、
い
ま
、
そ
し
て
　
こ
れ
か
ら
　
さ
き
も
　
ず
っ
と
　

ひ
と
り
ぼ
っ
ち
じ
ゃ
な
い
の
は
、
お
じ
い
さ
ん
の
　
お
か
げ
で
す
」
あ
り
が
と
う
と
、
モ

グ
ラ
は
　
い
い
ま
し
た
。

4
街
の
い
の
ち

立
松
和
平

20
00

瞳 （
娘
）

「
秋
は
き
れ
い
ね
。街
は
落
ち
葉
で
い
っ
ぱ
い
。街
に
は
こ
ん
な
に
た
く
さ
ん
、

木
が
あ
っ
た
ん
だ
な
あ
っ
て
思
う
の
。
一
本
一
本
の
木
が
輝
い
て
い
る
ん
で

す
も
の
。」
「
最
後
の
輝
き
な
の
ね
」
母
が
ぽ
つ
り
と
い
い
、瞳
は
そ
れ
以
上
、

話
し
つ
づ
け
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
…
…
「
一
度
で
い
い
か
ら
、
家
に

帰
り
た
い
。
…
…
」
動
か
な
い
目
で
母
は
瞳
を
見
る
。
そ
の
す
ん
だ
目
に
み

る
み
る
涙
が
盛
り
上
が
っ
て
く
る
の
で
、
瞳
は
ど
こ
を
み
た
ら
い
い
か
、
わ

か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

こ
ん
な
に
も
季
節
が
流
れ
て
い
る
の
が
驚
き
で
あ
っ
た
。
時
間
は
生
き
て
い
る
。
瞳
は
ふ

と
そ
う
思
っ
た
。
…
…
瞳
が
ど
ん
な
気
持
ち
で
い
て
も
、
時
は
止
ま
ら
ず
流
れ
て
い
る
。

…
…
街
は
緑
だ
っ
た
。土
の
下
に
は
命
が
つ
ま
っ
て
い
る
か
の
よ
う
に
、あ
っ
ち
で
も
こ
っ

ち
で
も
緑
色
の
命
が
ふ
き
だ
し
て
い
た
。
元
気
を
出
し
な
さ
い
と
、
瞳
は
街
に
は
げ
ま
さ

れ
て
い
る
と
感
じ
た
。「
お
母
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
」
こ
の
命
の
気
配
こ
そ
が
、
生
き
る

よ
う
に
と
瞳
を
は
げ
ま
す
母
の
声
だ
。

5
10

00
の
風

10
00
の
チ
ェ
ロ

い
せ
ひ
で
こ

20
00

ぼ
く

（
犬
の
飼
い
主
）

ぼ
く
は
ま
だ
、
グ
レ
イ
の
こ
と
を
わ
す
れ
ら
れ
な
い
で
い
る
。
グ
レ
イ
が
い

な
く
な
っ
て
、
ま
い
に
ち
な
い
て
ば
か
り
い
た
ぼ
く
に
、
と
う
さ
ん
が
か
っ

て
き
て
く
れ
た
の
は
、あ
た
ら
し
い
い
ぬ
じ
ゃ
な
か
っ
た
。こ
の
チ
ェ
ロ
だ
っ

た
ん
だ
。

い
ろ
と
り
ど
り
の
ケ
ー
ス
を
か
つ
い
だ
ひ
と
の
れ
つ
が
か
い
じ
ょ
う
に
む
か
う
。
み
ん
な

じ
ぶ
ん
の
か
げ
を
だ
い
て
い
る
よ
う
に
み
え
た
。
た
い
せ
つ
な
じ
ぶ
ん
の
ぶ
ん
し
ん
を
。

…
…
ぼ
く
は
み
え
な
い
い
ぬ
を
だ
き
し
め
て
ひ
い
た
。
…
…

10
00
の
チ
ェ
ロ
が
、

10
00

の
も
の
が
た
り
を
か
た
っ
て
い
る
。
そ
れ
で
い
て
、
ち
ゃ
ん
と
ひ
と
つ
の
き
ょ
く
に
な
っ

て
い
る
。

10
00
の
お
と
が
、
ひ
と
つ
の
こ
こ
ろ
に
な
っ
た
ん
だ
。

6
夏
の
わ
す
れ
も
の

福
田
岩
緒

20
01

ぼ
く

（
孫
）

お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、
も
う
　
ど
こ
に
も
　
い
な
い
。
ほ
ん
と
う
に
　
い
な
く

な
っ
た
ん
だ
。
…
…
目
の
　
お
く
が
　
あ
つ
く
な
っ
た
。
鼻
が
　
つ
ま
っ
て

…
…
と
う
と
う
こ
ら
え
き
れ
な
く
な
っ
た
。
な
き
は
じ
め
た
ら
　
と
ま
ら
な

く
な
っ
て
、
な
み
だ
が
　
ぽ
ろ
ぽ
ろ
と
　
流
れ
お
ち
た
。

畑
を
　
で
て
か
ら
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
　
麦
わ
ら
ぼ
う
し
を
　
か
ぶ
っ
た
。
す
こ
し
　
大

き
か
っ
た
。
ふ
り
か
え
る
と
、
ひ
ま
わ
り
畑
は
、
か
な
し
い
ほ
ど
　
あ
か
る
く
、
に
ぎ
や

か
に
見
え
た
。（
じ
い
ち
ゃ
ん
、
ぼ
く
、
ひ
ま
わ
り
の
よ
う
に
　
な
る
か
ら
ね
。）
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ID

絵
本
名
・
著
者
・
発
行
年

同
一
視

（
関
係
性
）

感
情
の
浄
化
（
カ
タ
ル
シ
ス
）

洞
　
　
　
　
　
察

7
あ
の
日
を
わ
す
れ
な
い
　
は
る
か

の
ひ
ま
わ
り

指
田
和
子

20
05

わ
た
し

（
は
る
か
の
姉
）

お
と
う
さ
ん
は
　
ま
え
よ
り
　
は
な
し
を
し
な
く
な
り
ま
し
た
。
わ
た
し
が

　
こ
え
を
　
か
け
て
も
、
お
か
あ
さ
ん
は
　
い
つ
も
　
と
お
く
を
　
み
て
い

ま
す
。
　
―
は
る
か
は
　
も
う
、
い
な
い
の
に
。
わ
た
し
は
　
だ
ん
だ
ん
　

は
る
か
の
　
は
な
し
を
す
る
の
も
、
い
け
な
い
こ
と
　
み
た
い
に
　
お
も
え

て
き
た
の
で
す
。「
も
う
　
い
や
や
。
　
じ
し
ん
も
　
は
る
か
の
　
お
も
い

で
も
、
ひ
ま
わ
り
も
、
い
や
。
な
ん
も
か
も
　
は
こ
に
　
つ
め
て
、
海
の
　

そ
こ
へ
　
し
ず
め
て
し
ま
い
た
い
！
」

「
海
に
　
し
ず
め
た
　
は
ず
の
　
あ
の
　
は
こ
が
、　
と
つ
ぜ
ん
　
ガ
タ
ッ
と
　
ゆ
れ
だ
し

た
の
で
す
。」
…
…
コ
ト
リ
。
わ
た
し
の
　
な
か
で
、
な
に
か
が
う
ご
い
た
の
で
す
。

…
…
―
こ
こ
で
な
ら
、
は
な
し
て
い
い
。
は
る
か
の
こ
と
、
は
な
し
て
も
　
い
い
ん
や
！

　
わ
た
し
の
　
こ
こ
ろ
の
　
は
こ
の
　
ふ
た
が
、
ゆ
っ
く
り
　
ひ
ら
い
た
の
で
す
。
…
…

「
生
き
て
い
る
　
わ
た
し
が
、
い
ま
　
で
き
る
こ
と
。
そ
れ
は
、
は
る
か
の
　
な
ま
え
が

　
つ
い
た
　
ひ
ま
わ
り
の
　
こ
と
を
、
み
ん
な
に
　
し
っ
て
も
ら
う
　
こ
と
で
す
。
じ
し

ん
で
　
な
く
し
た
、
た
い
せ
つ
な
　
も
の
、
じ
し
ん
の
　
あ
と
　
し
っ
た
　
や
さ
し
い
　

ひ
と
の
　
き
も
ち
や
　
な
か
ま
の
　
こ
と
を
、
こ
れ
か
ら
も
　
ず
っ
と
　
つ
た
え
て
い
く

　
こ
と
で
す
」

8
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
だ
よ
、
ゾ
ウ
さ
ん

ロ
ー
レ
ン
ス
・
ブ
ル
ギ
ニ
ヨ
ン

20
05

ネ
ズ
ミ

（
ゾ
ウ
の
友
達
）

「
あ
の
森
が
、
な
く
な
っ
た
ぼ
く
の
お
か
あ
さ
ん
と
お
と
う
さ
ん
が
い
る
と

こ
ろ
な
ん
だ
」
…
…
「
に
い
さ
ん
や
ね
え
さ
ん
や
友
だ
ち
も
ね
。
も
う
す
ぐ

ぼ
く
も
い
く
ん
だ
よ
。
そ
ん
な
か
な
し
そ
う
な
顔
を
し
な
い
で
。
む
こ
う
で

は
、
み
ん
な
し
あ
わ
せ
な
ん
だ
か
ら
」
ゾ
ウ
が
い
な
く
な
る
な
ん
て
、
ネ
ズ

ミ
は
か
ん
が
え
た
く
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
…
…
「
で
も
、
つ
り
ば
し
を

わ
た
っ
て
も
、
も
ど
っ
て
く
る
っ
て
や
く
そ
く
し
て
ね
」
…
…
「
そ
れ
は
で

き
な
い
ん
だ
。
ゾ
ウ
は
、
い
ち
ど
つ
り
ば
し
を
わ
た
っ
た
ら
、
け
っ
し
て
も

ど
ら
な
い
ん
だ
」「
そ
れ
な
ら
、
行
っ
ち
ゃ
い
や
だ
」

ネ
ズ
ミ
は
、
い
ま
や
こ
こ
ろ
も
成
長
し
、
ま
え
の
よ
う
に
こ
わ
が
ら
な
く
な
っ
て
い
ま
し

た
。
も
ち
ろ
ん
、
な
か
よ
し
だ
っ
た
友
だ
ち
が
い
っ
て
し
ま
う
の
は
、
か
な
し
い
こ
と
で

し
た
。
で
も
、
ゾ
ウ
が
む
こ
う
の
国
に
い
け
ば
、
し
あ
わ
せ
に
な
る
の
だ
と
、
思
え
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
…
…
ゾ
ウ
は
、
こ
こ
ろ
を
き
め
る
と
、
せ
ま
い
つ
り
ば
し
を
わ

た
り
は
じ
め
ま
し
た
。
…
…
「
そ
う
、
き
っ
と
す
べ
て
う
ま
く
い
く
よ
…
…
」
ネ
ズ
ミ
は

そ
っ
と
つ
ぶ
や
い
て
、
や
さ
し
い
え
み
を
う
か
べ
ま
し
た
。

9
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
ご
く
ら
く
ご
く

ら
く

西
本
鶏
介

20
06

ぼ
く

（
孫
）

げ
ん
き
に
な
っ
て
も
ど
っ
て
く
る
と
い
っ
た
の
に
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
び
ょ

う
い
ん
か
ら
　
ほ
と
け
さ
ま
の
く
に
へ
い
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
…
…
お
じ

い
ち
ゃ
ん
と
お
わ
か
れ
の
ひ
、
ぼ
く
が
な
い
て
い
る
と
、
お
か
あ
さ
ん
が
ぼ

く
を
だ
き
し
め
て
い
い
ま
し
た
。

「
も
う
な
く
の
は
お
よ
し
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
ほ
と
け
さ
ま
の
く
に
で
も『
ご
く
ら
く
　
ご

く
ら
く
」
と
い
っ
て
　
く
ら
し
て
い
る
の
よ
」
…
…
お
ゆ
に
つ
か
る
と
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん

の
ま
ね
を
し
て
「
ご
く
ら
く
　
ご
く
ら
く
」
と
い
い
ま
す
。
す
る
と
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の

や
さ
し
い
い
か
お
が
う
か
ん
で
き
て
、
ち
ょ
っ
と
か
な
し
い
け
ど
、
と
て
も
し
あ
わ
せ
な

き
も
ち
に
な
れ
ま
す
。

10
く
ま
と
や
ま
ね
こ

湯
本
香
樹
実

20
08

く
ま

（
こ
と
り
の
友
達
）

あ
る
朝
、
く
ま
は
な
い
て
い
ま
し
た
。
な
か
よ
し
の
こ
と
り
が
、
し
ん
で
し

ま
っ
た
の
で
す
。
…
…
「
あ
あ
、き
の
う
は
き
み
が
し
ん
で
し
ま
う
な
ん
て
、

ぼ
く
は
知
り
も
し
な
か
っ
た
。
も
し
も
き
の
う
の
朝
に
も
ど
れ
る
な
ら
、
ぼ

く
は
な
に
も
い
ら
な
い
よ
」
く
ま
は
、
大
つ
ぶ
の
な
み
だ
を
こ
ぼ
し
て
い
い

ま
し
た
。
…
…
く
ま
は
　
じ
ぶ
ん
の
家
の
と
び
ら
に
、
な
か
か
ら
　
か
ぎ
を

か
け
ま
し
た
。

あ
る
日
の
こ
と
で
す
。
ひ
さ
し
ぶ
り
に
　
ま
ど
を
あ
け
て
み
る
と
…
…
な
ん
て
い
い
お
て

ん
き
な
ん
で
し
ょ
う
！
…
…
そ
れ
か
ら
く
ま
は
、
こ
と
り
と
い
っ
し
ょ
に
し
た
た
の
し

か
っ
た
こ
と
を
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
思
い
出
し
ま
し
た
。
…
…
森
の
な
か
に
ぽ
っ
か
り
と
、

そ
こ
だ
け
い
つ
も
日
の
あ
た
る
ば
し
ょ
が
あ
り
ま
す
。
こ
と
り
と
い
っ
し
ょ
に
、
よ
く
ひ

な
た
ぼ
っ
こ
を
し
た
ば
し
ょ
で
す
。
く
ま
は
そ
こ
に
、
こ
と
り
を
う
め
ま
し
た
。「
ぼ
く
、

も
う
め
そ
め
そ
し
な
い
よ
。
だ
っ
て
、ぼ
く
と
こ
と
り
は
ず
っ
と
ず
っ
と
友
だ
ち
な
ん
だ
」

11
よ
っ
つ
め
の
約
束

高
野
優

20
12

わ
た
し

（
娘
）

「
大
き
く
な
る
ま
で
　
そ
ば
に
い
て
あ
げ
ら
れ
な
く
て
　
ご
め
ん
」
…
…
「
い

つ
だ
っ
て
　
空
の
ず
っ
と
上
か
ら
　
ち
ゃ
ん
と
見
て
い
る
か
ら
ね
」わ
た
し
、

な
ん
て
い
っ
た
ら
い
い
か
　
わ
か
ん
な
ん
く
て
　
ま
ぶ
た
の
お
く
が
　

ぎ
ゅ
っ
と
　
あ
つ
く
な
っ
て
　
細
く
な
っ
た
　
パ
パ
の
う
で
に
　
し
が
み
つ

い
た
。
…
…
「
笑
い
た
い
と
き
は
…
…
泣
き
た
い
と
き
は
思
い
っ
き
り
　
泣

い
て
い
い
ん
だ
よ
」
パ
パ
は
そ
う
い
っ
て
　
わ
た
し
の
頭
の
う
え
に
　
し
ば

ら
く
　
手
を
の
せ
て
い
た
。て
の
ひ
ら
は
　
大
き
く
て
　
あ
っ
た
か
か
っ
た
。

そ
こ
で
　
わ
た
し
は
　
た
く
さ
ん
　
泣
い
た
。

そ
う
だ
。
よ
っ
つ
め
の
約
束
は
「
わ
た
し
の
名
前
！
」
…
…
「
自
分
の
名
前
を
、
好
き
で

い
て
ね
」…
…
　「
幸
せ
に
な
る
よ
う
に
。ま
っ
す
ぐ
な
夢
が
　
か
な
う
よ
う
に
。笑
顔
い
っ

ぱ
い
の
　
人
生
に
な
る
よ
う
に
。
そ
ん
な
願
い
を
　
た
く
さ
ん
こ
め
て
　
つ
け
た
　
名
前

だ
か
ら
。
自
分
の
名
前
に
　
ほ
こ
り
を
も
っ
て
ね
」こ
れ
が
　
よ
っ
つ
め
の
約
束
だ
っ
た
。

…
…
弟
に
ち
ゃ
ん
と
教
え
て
あ
げ
な
く
ち
ゃ
ね
、
…
…
ち
ゃ
ん
と
見
て
る
？
ち
ゃ
ん
と
見

て
て
ね
。
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ID

絵
本
名
・
著
者
・
発
行
年

同
一
視

（
関
係
性
）

感
情
の
浄
化
（
カ
タ
ル
シ
ス
）

洞
　
　
　
　
　
察

12
い
の
ち
の
木

ブ
リ
ッ
タ
・
テ
ッ
ケ
ン
ト
ラ
ッ
プ

20
13

ど
う
ぶ
つ
た
ち

（
キ
ツ
ネ
の
な
か
ま
）

フ
ク
ロ
ウ
は
、
え
だ
か
ら
と
び
お
り
る
と
、
キ
ツ
ネ
に
よ
り
そ
っ
て
　
す
わ

り
ま
し
た
。
フ
ク
ロ
ウ
の
む
ね
は
、
か
な
し
み
で
、
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

…
…
一
ぴ
き
、
ま
た
一
ぴ
き
と
、
ど
う
ぶ
つ
た
ち
が
　
も
り
の
あ
き
ち
へ
　

あ
つ
ま
っ
て
き
ま
し
た
。
…
…
い
つ
も
　
し
ん
せ
つ
で
　
お
も
い
や
り
の

あ
っ
た
　
キ
ツ
ネ
。
そ
の
キ
ツ
ネ
が
　
い
な
く
な
っ
て
し
ま
う
な
ん
て

…
…
。
み
ん
な
は
、
な
に
も
　
い
え
な
く
て
、
だ
ま
っ
た
ま
ま
　
す
わ
り
こ

ん
で
い
ま
し
た
。

キ
ツ
ネ
は
、
み
ん
な
に
　
い
く
つ
も
の
　
お
も
い
で
を
　
の
こ
し
て
く
れ
ま
し
た
。
キ
ツ

ネ
と
と
も
に
す
ご
し
た
　
じ
か
ん
を
、
み
ん
な
は
、
ほ
ほ
え
み
を
　
う
か
べ
な
が
ら
　
お

も
い
か
え
し
て
い
た
の
で
す
。
そ
の
こ
ろ
、
キ
ツ
ネ
が
　
よ
こ
た
わ
っ
て
い
た
　
ゆ
き
の

し
た
か
ら
、
オ
レ
ン
ジ
の
め
が
ぽ
っ
ち
り
　
で
て
き
ま
し
た
。
…
…
み
ん
な
は
、
よ
ど
お

し
　
キ
ツ
ネ
の
こ
と
を
　
か
た
り
あ
い
ま
し
た
。
そ
の
あ
い
だ
に
も
　
オ
レ
ン
ジ
の
め
は

　
の
び
つ
づ
け
、
あ
さ
が
　
き
た
と
き
に
は
、
ち
い
さ
な
木
に
　
そ
だ
っ
て
い
ま
し
た
。

み
ん
な
は
、
木
を
　
み
つ
め
、
キ
ツ
ネ
は
　
い
ま
も
　
じ
ぶ
ん
た
ち
と
　
い
っ
し
ょ
に
　

い
て
く
れ
る
の
だ
と
、
つ
よ
く
　
お
も
い
ま
し
た
。
…
…
キ
ツ
ネ
の
木
は
、
も
り
の
み
ん

な
が
　
す
め
る
く
ら
い
に
、
お
お
き
く
　
り
っ
ぱ
に
　
な
り
ま
し
た
。
…
…
木
は
、
キ
ツ

ネ
の
と
も
だ
ち
す
べ
て
の
　
い
の
ち
の
ち
か
ら
、
い
き
る
さ
さ
え
と
　
な
っ
た
の
で
す
。

キ
ツ
ネ
は
、
み
ん
な
の
　
こ
こ
ろ
の
な
か
に
、
い
ま
も
　
い
き
つ
づ
け
て
い
ま
す
。

13
く
も
の
う
え
の
ハ
リ
ー

坂
井
文

20
15

お
か
あ
さ
ん
羊

（
子
羊
ハ
リ
ー
の
母
羊
）

こ
ひ
つ
じ
の
　
ハ
リ
ー
も
　
い
っ
し
ょ
に
　
す
ん
で
　
い
ま
し
た
が
、
と
つ

ぜ
ん
　
し
ん
で
し
ま
っ
た
の
で
す
。
　
お
か
あ
さ
ん
は
　
か
な
し
く
て
、　

な
に
も
で
き
な
く
な
っ
て
　
し
ま
い
ま
し
た
。
ゆ
う
び
ん
や
さ
ん
が
　
き
て

も
、　
お
と
も
だ
ち
が
　
た
ず
ね
て
　
き
て
も
、
だ
れ
に
も
　
あ
い
た
く
　

あ
り
ま
せ
ん
。
　
ご
は
ん
の
　
じ
か
ん
に
　
な
っ
て
も
、　
お
や
つ
の
　
じ

か
ん
に
　
な
っ
て
も
、
な
に
も
　
た
べ
た
い
と
　
お
も
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

か
な
し
い
　
気
も
ち
が
　
あ
ふ
れ
、
い
え
の
　
中
で
　
ね
て
ば
か
り
　
い
ま

し
た
。

お
か
あ
さ
ん
は
　
セ
ー
タ
ー
を
　
手
に
　
も
っ
て
　
そ
と
に
　
出
ま
し
た
。
ハ
リ
ー
が
　

い
な
く
な
っ
て
か
ら
　
は
じ
め
て
の
　
こ
と
で
し
た
。
…
…
そ
し
て
、
気
も
ち
の
　
よ
い

　
か
ぜ
が
　
さ
あ
っ
と
　
ふ
い
て
き
て
、
お
か
あ
さ
ん
が
　
手
を
　
見
る
と
　
セ
ー
タ
ー

は
　
き
え
て
い
ま
し
た
。
…
…
す
ん
だ
　
よ
ぞ
ら
に
　
い
く
せ
ん
も
の
　
ほ
し
が
　
あ
ら

わ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
　
ま
る
で
、
ハ
リ
ー
が
　
大
す
き
だ
っ
た
　
本
の
ほ
し
の
　
カ
ー

テ
ン
の
よ
う
で
す
。
お
か
あ
さ
ん
に
は
　
そ
れ
が
　
ハ
リ
ー
か
ら
の
　
お
へ
ん
じ
に
　
お

も
え
ま
し
た
。
　
そ
し
て
、
ハ
リ
ー
が
　
て
ん
ご
く
に
　
た
び
立
っ
た
　
こ
と
が
　
わ
か

り
ま
し
た
。
で
も
、
お
か
あ
さ
ん
は
　
も
う
　
な
き
ま
せ
ん
。
だ
っ
て
、
ハ
リ
ー
は
　
た

く
さ
ん
の
　
し
あ
わ
せ
な
　
じ
か
ん
と
い
う
た
か
ら
も
の
を
、
の
こ
し
て
　
く
れ
た
の
で

す
か
ら
。

14
パ
パ
の
柿
の
木

谷
口
真
知
子

20
16

ボ
ク
／
僕

（
息
子
）

ま
い
ば
ん
ボ
ク
は
、
パ
パ
の
シ
ャ
ツ
を
抱
き
し
め
て
寝
た
。
と
て
も
悲
し
く

て
、涙
が
止
ま
ら
な
い
。「
パ
パ
、パ
パ
、な
ん
で
い
な
く
な
っ
ち
ゃ
っ
た
の
！
」

パ
パ
の
い
な
い
初
め
て
の
夏
。マ
マ
に
海
に
連
れ
て
行
っ
て
も
ら
っ
た
け
ど
、

ち
っ
と
も
楽
し
く
な
か
っ
た
。
周
り
の
み
ん
な
は
楽
し
そ
う
。
で
も
ボ
ク
た

ち
は
…
…
ボ
ク
は
そ
れ
か
ら
夏
が
大
き
ら
い
に
な
っ
た
。

パ
パ
の
植
え
て
く
れ
た
柿
の
木
が
初
め
て
実
を
つ
け
た
。
そ
れ
を
、
ボ
ク
が
ま
っ
さ
き
に

見
つ
け
た
ん
だ
。
お
兄
ち
ゃ
ん
が
「
パ
パ
か
ら
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
だ
」
っ
て
い
っ
た
。
と
っ

て
も
、
と
っ
て
も
お
い
し
か
っ
た
ん
だ
け
ど
、
な
ん
だ
か
涙
の
味
も
し
た
。
…
…
僕
も
パ

パ
に
な
っ
た
。「
お
れ
の
子
ど
も
た
ち
は
世
界
一
だ
！
」
僕
は
パ
パ
の
言
葉
を
ふ
と
思
い

出
す
。
そ
れ
は
本
当
に
そ
う
思
っ
て
た
ん
だ
ね
。
よ
う
や
く
わ
か
っ
た
よ
。
…
…
パ
パ
の

柿
の
木
は
、
冬
に
な
る
と
枯
れ
た
よ
う
に
見
え
る
。
で
も
、
春
に
な
る
と
、
そ
こ
か
ら
小

さ
な
芽
が
力
強
く
生
え
て
く
る
ん
だ
。
…
…
で
も
ね
、
僕
は
パ
パ
が
僕
た
ち
の
パ
パ
で
ほ

ん
と
う
に
幸
せ
だ
っ
た
。
パ
パ
、
い
つ
も
僕
た
ち
を
見
守
っ
て
く
れ
て
、
あ
り
が
と
う
。

15
け
ん
ち
ゃ
ん
の
も
み
の
木

美
谷
島
邦
子

20
20

お
母
さ
ん

（
け
ん
ち
ゃ
ん
の
母
）

あ
の
日
　
た
く
さ
ん
の
星
が
　
お
す
た
か
山
に
ふ
っ
た
　
き
み
は
ど
こ
に
い

る
の
？
ど
こ
に
き
え
た
の
？
…
…
ど
の
星
な
の
？
見
つ
け
た
い
　
さ
が
し
た

い
　
き
み
の
と
こ
ろ
に
　
い
き
た
い
…
…
お
母
さ
ん
は
　
突
然
い
な
く
な
っ

た
け
ん
ち
ゃ
ん
を
　
さ
が
し
に
い
っ
た
日
か
ら
　
迷
子
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

迷
子
に
な
っ
た
お
か
あ
さ
ん
は
　
も
み
の
木
に
　
あ
い
に
い
っ
た
　
あ
の
日
　
や
け
こ
げ

て
　
が
ら
ん
ど
う
に
な
っ
た
木
が
　
新
し
い
い
の
ち
を
　
そ
だ
て
て
い
た
　「
ま
た
　
い

つ
か
き
っ
と
　
あ
え
る
よ
」
さ
さ
や
く
よ
う
に
　
チ
ョ
ウ
が
舞
う
　
…
…
「
た
だ
い
ま
」

の
声
が
し
た
　「
お
母
さ
ん
、ど
こ
に
い
っ
て
い
た
の
？
　
ぼ
く
は
こ
こ
に
い
る
よ
　
ず
っ

と
9
さ
い
だ
よ
　
お
父
さ
ん
　
お
母
さ
ん
と
　
い
ま
も
い
っ
し
ょ
」
そ
の
日
か
ら
　
ど
こ

に
も
い
か
な
い
　
き
み
が
い
る

注
）
表
中
の「
…
…
」
は
中
略
を
表
す
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　『スーホの白い馬』は，モンゴルの草原に住む

心優しい少年と白馬の物語である．少年は助けた

子馬を立派に育てあげるが，ある時，白馬を奪い

取られ，弓で射られ殺されてしまう．悲しみに暮

れたスーホは，夢の中に現れた白馬の言うとおり

に，白馬の体を使って馬頭琴という楽器を作り，

肌身離さず持ち歩いて演奏したというストーリー

である．この絵本では，読者は，主人公のスーホ

を【同一視】の対象とし，大切に育てた白馬を失

うという状況と自身の身近な人の死という危機的

状況を重ね合わせる．【感情の浄化】として，〈「白

馬，ぼくの白馬．死なないでくれ！」でも，白馬

は，よわりはてていました．いきは，だんだんほ

そくなり，目の光りもきえていきました．（中略）

かなしさとくやしさで，スーホはいくばんも，ね

むれませんでした．〉の箇所が抽出された．【洞察】

として，〈スーホは，どこへ行くときも，このばと

うきんをもっていきました．それをひくたびに，

スーホは，白馬をころされたくやしさや，白馬に

乗って，草原をかけまわった楽しさを，思い出し

ました．そしてスーホは，じぶんのすぐわきに，

白馬がいるような気がしました．そんなとき，がっ

きの音は，ますますうつくしくひびき，聞く人の

心をゆりうごかすのでした．〉の箇所が抽出され

た．

　『いのちの木』は，森に住むキツネとその仲間

達との絆を描いた絵本である．森の仲間の動物た

ちと仲良く暮らしていたキツネは，年老いて体が

弱っていったとき，自分の死を悟り，森のお気に

入りの場所で静かに亡くなる．仲間の動物たちは

とても悲しむが，キツネが死んだ場所からキツネ

と同じオレンジ色の芽が出て大きな木に育ち，そ

の木が仲間の命や，生きる力を支えてくれること

によって，いつまでもキツネのことを忘れずにい

たというストーリーである．この絵本では，読者

は，キツネの仲間たちそれぞれを【同一視】の対

象とし，キツネの死に直面する悲しみに自身の危

機的状況を重ね合わせる．【感情の浄化】として，

〈（中略）いつも　しんせつで　おもいやりのあっ

た　キツネ．そのキツネが　いなくなってしまう

なんて……．みんなは，なにも　いえなくて，だ

まったまま　すわりこんでいました．〉の箇所が

抽出され，【洞察】として，〈キツネは，みんなに　

いくつもの　おもいでを　のこしてくれました．

キツネとともにすごした　じかんを，みんなは，

ほほえみを　うかべながら　おもいかえしていた

のです．そのころ，キツネが　よこたわっていた

ゆきのしたから，オレンジのめがぽっちり　でて

きました．（中略）みんなは，よどおし　キツネ

のことを　かたりあいました．そのあいだにも　

オレンジのめは　のびつづけ，あさが　きたとき

には，ちいさな木に　そだっていました．みんな

は，木を　みつめ，キツネは　いまも　じぶんた

ちと　いっしょに　いてくれるのだと，つよく　

おもいました．（中略）木は，キツネのともだち

すべての　いのちのちから，いきるささえと　

なったのです．キツネは，みんなの　こころのな

かに，いまも　いきつづけています．〉の箇所が

抽出された．

　『パパの柿の木』は，昭和 60年に起こった日航

機墜落事故で亡くなったパパの思い出を，当時 9

歳と 13歳だった息子 2人が，パパが生前に植え

た柿の木の成長と自身の成長に重ね合わせながら，

父親の死を受容していく物語である．この絵本で

は，読者は，ある日飛行機で仕事に行ったきり帰っ

てこなかったパパの死に直面するボクを【同一視】

の対象とし，自身の危機的状況を重ね合わせる．

【感情の浄化】として，〈まいばんボクは，パパの

シャツを抱きしめて寝た．とても悲しくて，涙が

止まらない．「パパ，パパ，なんでいなくなっ

ちゃったの！」パパのいない初めての夏．ママに

海に連れて行ってもらったけど，ちっとも楽しく

なかった．周りのみんなは楽しそう．でもボクた

ちは……ボクはそれから夏が大嫌いになった．〉
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の箇所が抽出され，【洞察】では，〈パパの植えてく

れた柿の木が初めて実をつけた．それをボクが

まっさきに見つけたんだ．お兄ちゃんが「パパか

らのプレゼントだ」っていった．（中略）僕もパ

パになった．「おれの子どもたちは世界一だ！」

僕はパパの言葉をふと思い出す．それは本当にそ

う思ってたんだね．ようやくわかったよ．（中略）

パパの柿の木は，冬になると枯れたように見える．

でも，春になると，そこから小さな芽が力強く生

えてくるんだ．（中略）でもね，僕はパパが僕た

ちのパパで本当に幸せだった．パパ，いつも僕た

ちを見守ってくれて，ありがとう．〉の箇所が抽

出された．

６．考　　察

　選定された 15作品は，物語の主人公及び登場

人物自身が抱える問題（ここでは，他者の死）に

直面した後，悲しみや苦しみ等の感情を表出する

ことによって，他者の死を受容し，最終的に自己

変容を遂げるという物語形式となっている．物語

を読む過程において読書療法の 3段階のプロセス

を追うことが可能となれば，ケア対象者は，自身

の悲しみや苦しみといった消極的な感情を肯定的

な感情に昇華させ，新たな道を切り開くことが可

能となると考える．

　【同一視】においては，ケア対象者が，身近な

ものの死に対する悲しさや悔しさを疑似体験し自

己との共通点を見出すことを可能とするために，

自身を投影し同一視しうる主人公及び登場人物の

存在が示される．遺されるものと死に逝くものと

の関係性が「飼い主と動物」「動物と動物」「母と

子」等，様々であるが，登場人物が自身の大切な

ものを失うという共通の状況が描かれ，ケア対象

者は，主人公及び登場人物に自身を重ねて疑似体

験することで，彼らが直面する他者の死とケア対

象者自身が直面する他者の死に対する苦悩や悲し

みという点での共通点を見出すことができると考

える．

　読み手は主人公の特性と同特性でなくとも同一

化が喚起されるが，年齢が下であるなど弱い立場

の援助行動が同一化の起きやすさに結び付く22)
と

の研究結果もある．本研究において選定された絵

本では，ケア対象者が主人公と特性が同じである

ことに加え，喪失など危機的状況に置かれた弱い

立場の主人公が同化対象となっているため，ケア

対象者にとっては，特に疑似体験しやすいストー

リーが展開されていると言える．

　【感情の浄化】においては，ケア対象者が，同

一視した登場人物が直面している大切な人や動物

の死に対する自己の悲しみや悔しさの感情を直接

的に，また間接的に表現することによって，自己

の悲しみや悔しさを開放し浄化していく過程が表

現されている．他者の死に対する悲しみや悔しさ

の表現については，遺された登場人物の感情が言

葉によって明確に表現されている場合と，前後の

文章や絵の描写から推測することが可能である場

合がある．例えば，〈かなしさとくやしさで，スー

ホはいくばんも，ねむれませんでした．〉（『スー

ホの白い馬』）と，〈みんなは，なにも　いえなくて，

だまったまま　すわりこんでいました．〉（『いの

ちの木』）〈森のみんなは，アナグマをとても愛し

ていましたから，悲しまないものはいませんでし

た．なかでもモグラは，やりきれないほど悲しく

なりました．〉（『わすれられないおくりの』）など

は，大切な存在を失った時の自身の苦悩や悲しみ

の感情が明確に表現されている．

　一方，『ありがとうフクロウおじさん』や『街の

いのち』では，大切な人や仲間を亡くした場面に

おいて，〈つめたくなった　からだを　のこして，

とおい　くにへ　たびだったのです．〉〈母がぽつ

りといい，瞳はそれ以上，話しつづけられなくなっ

てしまう．〉と記述されているように，苦悩や悲

しみの感情が直接的な言葉で表現されてはいない
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が，前後の文章によって，その感情が間接的に表

現され，ケア対象者が自己の問題との共通点を思

考しながら見いだせるように余白を残していると

考える．

　ケア対象者が，物語の登場人物に自己を重ね合

わせ，登場人物が抱える問題と自己が抱える問題

との共通点を見出すためには，直接的あるいは間

接的いずれの場合でも，感情を表す表現が共感を

導きやすいと考えられる．終末期の患者と家族を

対象にした絵本活用について研究した鈴木も，絵

本の特徴である，「生と死の自然さや身近さの隠喩

や絵」「別れや悲しみの感情のありのままの素直

な描写」「著者の温もりある表現」によって，　奥

深くにしまい込んだ感情や心の問題の表出が得ら

れるのではないか23)
と述べている．また，本研究

では扱わなかったが，文章による表現以外に，絵

や色合い等の絵本特有の表現もケア対象者に登場

人物への共感を促すことを容易にしているとも言

える．

　【洞察】においては，同一視の対象となる登場

人物が，亡くなった人や動物の生前の存在があっ

たからこそ，自分が今生きているということを自

覚し，亡きものと自己のつながりを感じながら，

その死を受け入れていく過程が表現されている．

また，亡くなった人や動物の死を「木」や「楽器」

などの形あるものによって思い出し，生前の思い

出を語ることやその人に想いを寄せることで，亡

きものとの新たな関係性の気づきを得ていくこと

が表現されている．

　例えば，『スーホの白い馬』では，〈スーホは，ど

こへ行くときも，このばとうきんをもっていきま

した．それをひくたびに，スーホは，白馬をころ

されたくやしさや，白馬に乗って，草原をかけま

わった楽しさを，思い出しました．そしてスーホ

は，じぶんのすぐわきに，白馬がいるような気が

しました．〉と記述されており，亡くなったもの

の形見を身近におくことで，亡くなったはずの白

馬が今でも自分と共に生きていると感じることで

安堵し新たな生を共に生きていくという関係性を

表現している．

　『いのちの木』では〈そのころ，キツネが　よこ

たわっていた　ゆきのしたから，オレンジのめが

ぽっちり　でてきました．」「みんなは，木を　み

つめ，キツネは　いまも　じぶんたちと　いっ

しょに　いてくれるのだと，つよく　おもいまし

た．〉と記述されており，オレンジの木を亡くなっ

たキツネの生まれ変わりだと思うことで，共に在

るのだという新たな関係性の気づきが表現されて

いる．

　また，『わすれられないおくりもの』では，〈みん

なだれにも，なにかしら，アナグマとの思い出が

ありました．アナグマは，ひとりひとりに，別れ

たあとでも，たからものとなるような，ちえやく

ふうを残してくれたのです．みんなはそれで，た

がいに助けあうこともできました．さいごの雪が

きえたころ，アナグマが残してくれたもののゆた

かさで，みんなの悲しみも，きえていました．〉

と記述され，遺されたものたちが亡きものとの生

前の楽しい思い出を共有することによって，「心の

中で生きている存在」という新たな関係性に気づ

く過程が表現されている．

　このように，亡きものが共に在ると感じること

による新たな関係性の構築は，先行研究（2020）

において，最も多くの作品にみられた［死者との

共在感］という概念に相当する．亡きものを思い

起こさせる「形見」や形見以外の何か象徴的な存

在から，遺されたものたちは，亡きものの生前の

姿を想起し，思い出を語り合うことにより，亡き

ものとの関係性の継続を確信することができ，そ

れが遺されたものにとっての安堵感につながる24)

と言える．

　一方，『街のいのち』では，〈こんなにも季節が流

れているのが驚きであった．時間は生きている．

瞳はふとそう思った．瞳がどんな気持ちでいても，
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時は止まらず流れている．（中略）「お母さん，あ

りがとう」この命の気配こそが，生きるようにと

瞳をはげます母の声だ．〉と記述されており，時

間の経過や季節の移り変わりといった超自然的存

在を通して永遠の命のつながりを感じることに

よって，感情が解放されることが表現されている．

このことは，先述した先行研究で明らかになった

［輪廻転生］という概念の特徴である〈自然とのつ

ながりを感じ，生の意味を考える〉ことに相当し，

永遠なる自然の営みに触れ，自然に見る命の継続

を感じること25)
によって，遺されたものは亡きも

のとの新たな関係性の気づきを得て自己変容して

いくと捉えられる．

　上記のように，亡きものと共に在るという新た

な関係性や自然に見る命の継続性からの気づきを

得て自己変容を促される際に，登場人物は肯定的

な自己の感情を認識する．例えば，『くものうえの

ハリー』では，〈でも，おかあさんはもうなきませ

ん．だって，ハリーはたくさんのしあわせなじか

んというたからものを，のこしてくれたのですか

ら．〉と，また，『パパの柿の木』では，〈でもね，

僕はパパが僕たちのパパで本当に幸せだった．パ

パ，いつも僕たちを見守ってくれて，ありがとう〉

と記述されているように，「しあわせ／幸せ」とい

う肯定的な自己の感情に注意を向け，新たな気づ

きを得ていく経過が表現されている．また，『いの

ちの木』では，〈キツネの木は，もりのみんなが　

すめるくらいに　おおきく　りっぱに　なりまし

た．（中略）木は，キツネのともだちすべての　

いのちのちから，いきるささえと　なったのです．〉

と記述され，亡きキツネの形見としてのオレンジ

の木の育成を通し，遺されたものたちが木を通し

てみる亡きキツネとの関係性に生きる意味を見出

し，肯定的な生に対する新たな気づきを得ていく

ことが表現されている．

　以上のように，【洞察】においては，自己の感情

に注意を向け，亡きものとの関係性から新たな気

づきを得て自己変革につなげていく経過が表現さ

れている．読書には鏡の機能があり，読者は主人

公に自分を重ね合わせることにより，共に成長す

る可能性がある26)
こと，さらに物語には新たな自

己のアイデンティティの回復を促す力がある27)
と

松田が指摘しているように，絵本の中で描写され

ている遺されたものの成長を通して，ケア対象者

も共に新たなアイデンティティの確保にむけて成

長していけると考えられる．

　これらの読書療法の 3段階のプロセスを辿るこ

とを可能とする絵本を媒体として，ケア対象者は，

「生と死」や「生の危機」と直面し触発されたとき

に，自己喪失，自己崩壊，心の動揺，自己の見失

いなどの痛みとして表面化した自己のスピリチュ

アリティ28)
が，他者との関係性を拠り所として，

生きる目的・意味を見出し，存在の意味を支持す

る well-beingの状態として表面化29)
されていく過

程を疑似体験していくことができるのではないか

と考える．そのような点から，選定された絵本は，

スピリチュアルケアにおける有益な一つのツール

としての活用の可能性があると言えるのではない

だろうか．

７．本分析における限界と今後の課題

　本研究は，スピリチュアルケアと読書療法の類

似性に着目し選定された絵本が，より有意義にケ

ア対象者が悲嘆から希望へ向かうための一助とな

ることを期待するものであるが，あくまでも多様

な絵本の中から示され得る一つの選定方法を提示

したに過ぎない．また，現在入手可能な絵本の中

からの選定であり，選定が少なからず筆者らの主

観によって影響されていることが本分析での限界

であると言える．

　加えて，本研究において対象とした絵本以外に，

読書療法の 3段階のプロセスを辿りながら読むこ

とが可能な絵本も未知数であり，また，特に死を
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扱った絵本でなくても，スピリチュアルケアにお

いて，自己あるいは他者の死を受容し，生に対し

て前向きに進むことの手助けとして可能な作品も

ある．このことを認識したうえで，より多様な絵

本の有益な活用の可能性を広げていくために更な

る研究が必要である．

８．おわりに

　読書療法というと他のセラピーと同様に，何ら

かの確固たる効果を求める傾向があるが，ケア対

象者がどのような境遇に置かれているかによって

その心理的影響が異なるように，本との出会いは

偶発的な出会いの要素を含んでいるため，期待し

たような効果が必ずしも得られるわけではない．

　本研究では扱わなかったが，言葉と絵を組み合

わせた絵本であるがゆえに，絵が担っている役割

は大きい．言葉だけでは理解できない幼い子供の

理解を補足するため，また絵の力によって言葉以

上の深い感情を呼び起こすなど，言葉に添えられ

た絵との相乗効果が絵本の意義をさらに高めてい

る．絵本は子供の読み物というイメージが強いこ

とは言うまでもないが，「命」や「死」について書

物や講演を通じて啓発している柳田邦男は，絵本

を自身の経験から年齢や年代を超えて共有できる

ものであると捉え，「洗練された簡潔な文章と絵と

肉声の共振によって」物語の世界感が読者の心に

共感や気づきをもたらす30)
と強く語る．絵本は小

説よりもより簡潔な短い言葉とそれを補う絵に

よって一つの世界観を生み出し，読み聞かせの場

合でも，一人で読む場合でも，長い時間を必要と

せず，何度でも繰り返しその世界への扉を開ける

ことを可能にするという点において有益な媒体で

あると考えられる．

　さらに，絵の効果を考慮することに加え，読み

手と聞く人との関係性も重要なポイントである．

読書療法の研究に研鑽を積んできた村中は，目に

見える効果の統計化を避け，読書療法に対する過

剰な期待を懸念してきた31)
．あえて「読みあい」

という表現を使い，絵本を読むという行為が単な

る物語の伝達ではなく，人と人との関わりに支え

られ，互いの関係性の深まりとともにある32)
こと

を強調している．

　スピリチュアルケアは，まさにケア提供者とケ

ア対象者との関係性をコミュニケーションを通じ

て行うケアであると考える．絵本を含む文学作品

は人間の人生を描いたものであり，そこには多く

の生や死が象徴的に描かれ，ケア対象者に自身の

物語を語りなおす契機を与える宝庫として有益で

ある．このように，他者の人生を読むことによっ

て，自身を客観視し，新たな自分自身のストーリー

を語れるまでの支援を，絵本を含む文学作品を通

して提供することも，スピリチュアルケアの一つ

の姿ではないかと考える．

注 1）： C. Shrodesは，「読者の人格と文学作品と

の間のダイナミックな交流のプロセス」

と読書療法を定義づけ，博士論文（1949）

において，心理療法としての読書療法の

理論と方法について示した33)
．

注 2）： A. デーケン氏は，日本や米国において，

遺された家族のカウンセリングに当たっ

た経験から，悲嘆のプロセス 12段階とし

て，1）精神的打撃と麻痺状態 2）否認 3）

パニック 4）怒りと不当惑 5）敵意とルサ

ンチマン（恨み）6）罪意識 7）空想形成，

幻想 8）孤独感と抑鬱 9）精神的混乱とア

パシー10）あきらめ―受容 11）新しい希

望―ユーモアと笑いの再発見 12）立ち直

りの段階―アイデンティティの誕生とい

う段階が存在するという結論に至った34)
．
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Proposal for the Selection of Picture Books for Spiritual Care: 
Focusing on Three Phases of Bibliotherapy

Emiko Ubukawa1)and Yoko Nakanishi2) 
1) Gunma Prefectural College of Health Sciences Faculty of Nursing 

2) Gunma Prefectural College of Health Sciences (affiliation where this work was completed)

Objective:  This paper aims to propose the effective selection of picture books for spiritual care, with a focus on the 

similarities between the theories of spiritual care and bibliotherapy.

Methods:  After carefully reading 69 available picture books on the theme of death in Japan and abroad, we selected those 

that included all of the following characteristics: characters with whom the readers, the subjects of care, could “identify” 

and expressions through which they could vicariously experience each process of bibliotherapy: “purification of feelings 

(catharsis)” and “insight.”

Results:  We were able to select 15 picture books that the subjects of care could trace through the bibliotherapy process of 

“purification of feelings (catharsis)” and “insight” with characters with whom they could “identify”.

Conclusion:  Picture books that encourage care recipients (the subjects of care) to express feelings of suffering and sorrow 

with characters with whom they can identify through stories, to purify their feelings “purification of feelings (catharsis),” to 

gain acceptance and understanding of death and to discover a new self through self-transformation (“insight”) may help 

them find a new meaning of life from a crisis in spiritual care.  Therefore, it is thought that the picture books focusing on 

the similarities between the theories of spiritual care and bibliotherapy selected in this study can be proposed as effective 

selections for spiritual care.

　　　Keywords:  spiritual care, spirituality, bibliotherapy, picture books


